
　
島
根
県
松
江
市
で
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
毎
年
６
月
、
島
根
県
立
松
江
北
高
校
、

同
松
江
南
高
校
、
同
松
江
東
高
校
の
普
通

科
を
持
つ
３
校
（
以
下
、３
校
）
と
、公
立
・

私
立
の
全
中
学
校
が
一
堂
に
会
し
て
、「
松

江
市
内
中
高
教
科
・
進
路
指
導
研
修
会
」（
以

下
、
研
修
会
。
松
江
市
内
三
校
教
科
・
進

路
指
導
協
議
会
が
主
催
）
を
実
施
し
て
い

る
。
３
校
で
行
わ
れ
た
ベ
ネ
ッ
セ
の
進
研

模
試
や
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
を

基
に
、
３
校
に
進
学
し
た
生
徒
の
現
状
や

課
題
を
中
学
校
側
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
中
学
校
の
取
り
組
み
を
高
校
側
が

把
握
す
る
こ
と
で
、
中
・
高
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
目
指
し
て
い
る
。

　
研
修
会
を
提
案
し
た
の
は
、
当
時
松
江

東
高
校
の
進
路
指
導
部
長
を
務
め
て
い
た

永
瀬
嘉
之
松
江
東
高
校
校
長
だ
。
松
江
市

で
は
、
以
前
か
ら
中
高
連
絡
会
が
開
か
れ

て
い
た
が
、
そ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
の

は
高
校
入
試
や
高
校
１
年
生
の
生
徒
指
導

に
関
す
る
情
報
が
主
で
あ
り
、
学
力
や
学

習
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
あ
る
年
の

会
で
永
瀬
校
長
が
自
校
の
模
試
の
結
果
を

示
し
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
側
か
ら
「
高
校

生
の
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
中
学
校
時
代
の
指
導
が
重
要
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。「
学
校
種
や
学
区
を
超
え
た
情

報
交
換
の
場
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
市
全

体
で
学
力
向
上
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
が
、
３
校

に
よ
る
中
高
連
携
の
取
り
組
み
に
結
実
し

た
。
永
瀬
校
長
は
、
研
修
会
の
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
県
全
体
の
学
力
向
上
を
考
え
た
時
、
県

の
中
心
と
な
る
松
江
市
が
課
題
意
識
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
３
校
の
生
徒
の

大
半
が
大
学
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
中

学
校
で
も
、
そ
う
し
た
生
徒
の
将
来
を
見

通
し
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
中
高
連
携
が
す
ぐ
に
指
導
改
善

に
つ
な
が
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
な
く
と
も
高
校
生
の
現
状
を
中
高
で
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
認
識
の
下
、
09
年
６
月
、

松
江
南
高
校
を
幹
事
校
と
す
る
「
三
校
会
」

（
松
江
市
内
三
校
教
科
・
進
路
指
導
協
議

会
）
が
発
足
し
、
市
内
全
中
学
校
と
の
連

携
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
研
修
会
の
参
加
者
は
、
中
学
校
は
管
理

職
ま
た
は
前
年
度
３
学
年
の
担
当
教
師
、

高
校
は
管
理
職
・
進
路
指
導
部
・
１
学
年

実
践
事
例
●

「
松
江
市
内
三
校
教
科・進
路
指
導
協
議
会
」（
島
根
県
立
松
江
北・松
江
南・松
江
東
高
校
）

公
立
普
通
科
３
校
と
市
内
全
中
学
校
が

学
力
向
上
の
課
題
や
教
育
へ
の
思
い
を
共
有

島
根
県
松
江
市
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
、
市
を
代
表
す
る
公
立
普
通
科
高
校
３
校
が
中
心
と
な
り
、

市
内
に
あ
る
公
立
・
私
立
の
全
中
学
校
と
の
中
高
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

模
試
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
学
力
・
学
習
意
識
の
課
題
か
ら
、
大
学
入
試
改
革
に
伴
う
環
境
変
化
ま
で
幅
広
く
情
報
を
共
有
。

中
学
校
と
高
校
間
の
「
壁
」
を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
連
携
を
深
め
て
き
た
「
三
校
会
」
の
軌
跡
を
追
う
。

生
徒
の
現
状
把
握
・
共
有
を

目
的
と
し
て
「
三
校
会
」
が
発
足

高
校
で
の
模
試
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
を
中
学
校
の
指
導
に
活
用

1
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

せ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

内
容
が
研
修
会
で
共
有
さ
れ
、
中
学
校
は

指
導
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

　
今
で
は
中
学
校
の
管
理
職
も
積
極
的
に

参
加
し
、
前
向
き
な
意
見
交
換
が
さ
れ
て

い
る
が
、
初
期
の
頃
は
一
般
の
教
師
の
み

が
参
加
す
る
中
学
校
も
あ
り
、
研
修
会
の

雰
囲
気
は
重
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。
県
の

校
長
会
会
長
も
務
め
る
松
江
北
高
校
の
泉

雄
二
郎
校
長
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　「
中
学
校
の
先
生
方
は
模
試
の
活
用
に

慣
れ
て
お
ら
ず
、
教
育
に
数
字
を
持
ち
込

む
こ
と
へ
の
嫌
悪
感
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
側
と
し
て
は
現
状
を
共
有
し
た
い
だ

け
な
の
で
す
が
、
家
庭
学
習
時
間
の
不
足

や
基
礎
学
力
の
低
下
な
ど
の
話
が
出
る
度

に
、
中
学
校
批
判
と
受
け
止
め
ら
れ
、
反

論
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
」

　
中
学
校
側
が
消
極
的
だ
っ
た
理
由
は
、

普
通
科
高
校
進
学
者
は
全
体
の
３
分
の
１

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
だ
け
に
集
ま
る
意

義
を
見
い
だ
し
に
く
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　「
専
門
高
校
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
普
通

科
高
校
と
だ
け
連
携
す
る
の
か
と
い
っ
た

思
い
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

意
識
は
今
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
の
点

を
克
服
す
る
こ
と
が
、
中
高
連
携
の
成
否

を
分
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
泉
校
長
）

　
そ
う
し
た
中
高
の
意
識
の
違
い
も
、
話

題
が
学
力
一
辺
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫

す
る
こ
と
で
、
次
第
に
解
消
し
て
い
っ
た
。

泉
校
長
は
、
中
学
校
の
取
り
組
み
を
尊
重

す
る
大
切
さ
を
指
摘
す
る
。

　「
以
前
は
、
模
試
の
偏
差
値
推
移
を
示

習
慣
の
関
係
（
Ｐ
．８
図
２
）
だ
。
そ
の
結

果
分
析
に
よ
る
と
、
松
江
市
内
の
高
校
１

年
生
に
は
「
学
習
は
そ
こ
そ
こ
す
る
け
れ

ど
も
、
成
績
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
生
徒
」

が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
そ
う
し
た
生
徒
に

は
ま
ず
、
学
習
法
の
改
善
指
導
が
必
要
と

な
る
。
一
方
、「
あ
ま
り
勉
強
は
し
な
い

け
れ
ど
も
、
成
績
は
よ
い
生
徒
」
も
比
較

的
多
く
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
そ
の
後
の

成
績
が
下
が
り
や
す
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
手
を
か
け
て
、
学
力
を
維
持
さ

担
任
。
さ
ら
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

島
根
県
教
育
委
員
会
の
学
力
向
上
事
業
の

担
当
者
が
加
わ
る
（
Ｐ
．８
図
１
）。

　
研
修
会
の
目
的
は
高
校
１
年
生
の
学
力

や
学
習
状
況
の
把
握
で
あ
る
た
め
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
営
業
担
当
者
も
参
加
し
、
進
研

模
試
や
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
を

基
に
し
た
学
力
や
家
庭
学
習
時
間
、
学
習

意
欲
な
ど
の
現
状
が
報
告
さ
れ
る
。
毎
回

中
学
校
側
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
分
か
る
学
力
と
学
習

島
根
県
立
松
江
北
高
校

◎
２
０
１
７
年
に
創
立
１
４
１
周
年
を
迎
え
る
。
旧

制
松
江
中
学
校
を
前
身
と
す
る
進
学
校
。
創
立
以
来
、

４
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
が
行
政
・
医
療
・
経
済
・
芸

術
な
ど
幅
広
い
分
野
を
牽
引
し
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪

大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、

島
根
県
立
大
な
ど
に
１
８
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
９
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.m
atsuekita.ed.jp

島
根
県
立
松
江
南
高
校

◎
１
９
６
１
年
、
県
立
松
江
高
校
が
南
北
に
分
か
れ
て

創
立
さ
れ
た
。
校
訓
は
「
質
実
剛
健
」「
創
造
進
取
」「
和

敬
共
栄
」。「
文
武
両
道
」
を
校
是
と
し
て
、
部
活
動
に

お
い
て
も
活
発
に
中
高
連
携
を
進
め
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
京
大
、大
阪
大
、鳥
取
大
、

島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、
鳥
取
環
境

大
な
ど
に
２
０
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西

大
な
ど
に
延
べ
２
３
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://m
atsue-m

inam
i.ed.jp

島
根
県
立
松
江
東
高
校

◎
２
０
１
７
年
度
に
創
立
34
周
年
を
迎
え
る
。
モ
ッ

ト
ー
は
「
師
弟
同
行
」。「
松
江
東
高
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
を
策
定
し
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
を
図
る
。

授
業
・
集
会
・
行
事
前
の
「
黙
想
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、

岡
山
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、
県
立
広
島
大
な
ど
に

１
０
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な

ど
に
延
べ
２
４
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.m
atsuehigashi.ed.jp

島
根
県
立
松
江
北
高
校
校
長

泉
　雄
二
郎
　い
ず
み
・
ゆ
う
じ
ろ
う

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。「
社
会
貢
献
意
識
と
学
問
へ
の
憧
れ

を
取
り
に
行
く
学
び
に
つ
な
げ
た
い
」

島
根
県
立
松
江
南
高
校
校
長

長
野
　博
　な
が
の
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。「
困
難
か
ら
逃
げ
ず
、
生
徒
に
正
対

し
て
、
多
く
を
語
っ
て
い
き
た
い
」

島
根
県
立
松
江
東
高
校
校
長

永
瀬
嘉
之
　な
が
せ
・
よ
し
ゆ
き

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
自
立
し
た
18
歳
に
し
て
卒
業
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、バ
ラ
ンス
感
覚
が
あ
る
指
導
を
」

中
学
校
の
取
り
組
み
を

評
価
し
つ
つ
課
題
も
伝
え
る

 February  20177

Q6-323-00 2016 年度　VIEW21高校版 2月号　本文 6頁 ＭＫ色校
01/24
南部

念
校
02/02
天野 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q6-323-10 2016 年度VIEW21高校版 2月号web用 PDF作成
28年度VIEW21高校版 2月号　P7流用 7頁 ＣＭ

Ｋ
新
組
02/06
河内 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P06-09_view21koukou-2g_web.indd   7 17/02/06   19:21

http://www.matsuekita.ed.jp
http://matsue-minami.ed.jp
http://www.matsuehigashi.ed.jp


し
て
『
進
学
実
績
が
よ
く
な
い
学
年
は
、

入
学
時
の
学
力
が
低
い
の
で
、
中
学
校
卒

業
時
ま
で
に
学
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
』
と
い
っ
た
論
調
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
で
き
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る

だ
け
で
は
、
中
学
校
側
が
反
発
す
る
の
は

当
然
で
す
。『
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

結
果
を
見
る
と
、
高
校
１
年
生
の
多
く
は

中
学
校
段
階
で
学
習
習
慣
は
身
に
つ
い
て

い
る
。
そ
れ
を
学
力
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
』
と
い
っ
た
よ

う
に
、
中
学
校
の
指
導
の
成
果
や
よ
い
点

を
伝
え
た
上
で
、
課
題
や
解
決
策
を
一
緒

に
考
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
共
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
、
中
高
連
携

の
第
一
歩
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
国
や
県
が
進
め
る
学
力
向
上
に
関
す
る

施
策
も
共
有
す
る
。
15
年
度
の
研
修
会
で

は
、
大
学
入
試
で
の
英
語
の
外
部
検
定
試

験
の
活
用
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
導

入
な
ど
、
大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て
英
語

を
中
心
に
説
明
し
、
そ
れ
に
直
面
す
る
現

中
学
１
・
２
年
生
で
は
英
語
４
技
能
の
指
導

の
強
化
が
重
要
に
な
る
と
中
学
校
側
に
訴

え
た
。松
江
南
高
校
の
長
野
博
校
長
は
、「
中

学
校
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
は
視
野

に
入
れ
て
も
、
大
学
が
個
別
に
行
う
入
試

は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学

の
個
別
入
試
で
英
語
の
外
部
検
定
試
験
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
現
状
な
ど
は
、
中
学

校
の
先
生
方
に
と
っ
て
驚
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
手
応
え
を
語
る
。

　
16
年
度
の
研
修
会
で
は
、
県
の
高
校
数

学
研
究
会
の
会
長
も
務
め
る
永
瀬
校
長

が
、算
数
・
数
学
を
テ
ー
マ
に
講
演
。島
根

県
は
算
数
が
好
き
と
い
う
小
学
生
が
全
国

で
最
も
少
な
い
県
と
い
っ
た
調
査
結
果
な

ど
を
伝
え
た
。
そ
こ
に
は
小
中
連
携
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
て
い
た
と
、
永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「
小
学
校
で
の
つ
ま
ず
き
が
、
中
学
校

で
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
校
に
持
ち
越

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
講

演
で
は
、
私
が
見
て
き
た
小
学
校
の
実
態

を
語
り
、
小
中
、
中
高
の
連
携
を
、
一
貫

性
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
性
を
伝
え

ま
し
た
。
小
中
高
の
学
び
が
連
続
し
て
こ

そ
、
松
江
市
全
体
の
学
力
の
底
上
げ
が
図

ら
れ
、
３
者
が
W
Ｉ
Ｎ
─

W
Ｉ
Ｎ
の
関
係

に
な
る
こ
と
を
、
皆
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
研
修
会
で
は
意
見
交
換
も
行
う
。
16
年

度
は
、
参
加
者
が
１
グ
ル
ー
プ
７
～
８
人

ず
つ
に
分
か
れ
、「
学
力
向
上
」
を
テ
ー

マ
に
各
校
の
取
り
組
み
や
教
育
へ
の
思
い

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　「
率
直
に
語
り
合
っ
た
こ
と
で
、
中
学

校
の
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
さ
れ

て
い
る
の
か
や
、
抱
え
て
い
る
課
題
、
悩

み
な
ど
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
双
方
の

中
高
が
刺
激
を
与
え
合
う

意
見
交
換

大
学
入
試
改
革
の
動
向
や

小
中
連
携
に
も
言
及 図２ 学力と学習習慣のバランスによる４象限

◎プログラム
❶「松江 3 校の現状の報告」　
　ベネッセコーポレーション営業担当
❷「小学生・中学生の学力の現状と今後求められる学力について」
島根県教育委員会教育指導課学力育成スタッフ上席調整監

❸「算数授業改善ＰＴからみえるもの」
島根県立松江東高校校長　永瀬嘉之

❹グループ別意見交換

◎参加校・人数
島根県教育委員会3人／島根県教育センター２人／島根県立
松江北高校７人／島根県立松江南高校７人／島根県立松江東
高校５人／松江市立女子高校２人／松江市立第一中学校1人
／松江市立第二中学校1人／松江市立第三中学校1人／松江
市立第四中学校1人／松江市立湖南中学校２人／松江市立湖
東中学校1人／松江市立湖北中学校1人／松江市立島根中学
校1人／松江市立美保関中学校1人／松江市立八雲中学校1
人／松江市立玉湯中学校1人／松江市立宍道中学校1人／松
江市立東出雲中学校1人／私立開星中学校３人

＊「松江市内中高教科・進路指導研修会」の資料を基に編集部で作成

図１ 2016年度「松江市内中高教科・進路指導研修会」概要

学
力
の
到
達
度

S1
S2
S3
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B3
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C2
C3
D1
D2
D3
D3 D2 D1 C3 C2 C1 B3 B2 B1 A3 A2 A1 S3 S2 S1

学習習慣の到達度＊１

＊１　学習習慣の到達度は、「学習状況リサーチ」の質問項目で学力と相関の高い項
目を点数化し、Ｓ１〜Ｄ３に分類した。

＊「松江市内中高教科・進路指導研修会」の資料を基に編集部で作成
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

教
師
に
と
っ
て
満
足
度
が
高
い
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
長
野
校
長
が
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
教

科
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
高
校
側
か

ら
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
コ
ツ
が

語
ら
れ
、
中
学
校
の
教
師
を
引
き
つ
け
た

と
い
う
。
ま
た
、
永
瀬
校
長
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
特
別
支
援
を
要
す
る
生
徒
に
対
す

る
中
学
校
の
指
導
の
実
情
が
語
ら
れ
た
。

　「
本
校
に
も
支
援
が
必
要
な
生
徒
が
い

ま
す
が
、
中
学
校
の
生
徒
は
さ
ら
に
多
様

で
す
。
中
学
校
の
先
生
方
の
き
め
細
か
な

指
導
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
学
習
面
だ
け
で
な
く

特
別
支
援
も
含
め
た
情
報
を
共
有
し
、
高

校
が
指
導
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
重
要
だ

と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」（
永
瀬
校
長
）

　
研
修
会
で
築
い
た
中
高
の
関
係
は
、
各

学
区
内
の
連
携
に
発
展
し
て
い
る
。
３
校

と
も
、
中
学
校
の
教
師
が
高
校
の
授
業
を

自
由
に
参
観
で
き
る
公
開
授
業
を
実
施
。

さ
ら
に
、
松
江
南
高
校
で
は
、
夏
季
休
業

期
間
に
３
日
間
、
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
補
習
指
導
「
南
高
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１
日
50
分
×

３
コ
マ
で
、
１
日
目
の
１
限
目
は
社
会
・

数
学
、
２
限
目
は
国
語
・
理
科
と
い
っ
た

時
間
割
を
作
り
、
各
教
科
担
当
を
配
置
。

中
学
生
は
同
校
に
各
自
教
材
を
持
ち
込
ん

で
当
該
教
科
を
自
習
し
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
出
て
き
た
ら
教
師
に
質
問
す
る
。
当

初
は
中
学
校
１
校
と
の
取
り
組
み
だ
っ
た

が
、
中
学
校
側
の
希
望
に
よ
り
、
参
加
校

は
３
校
に
増
え
、
16
年
度
は
３
日
間
で
延

べ
１
４
８
人
が
参
加
し
た
。

　「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
初
め
て
会

う
中
学
生
に
、
そ
の
場
で
つ
ま
ず
き
の
原

因
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
指
導

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
学
生
の

理
解
度
や
学
力
レ
ベ
ル
が
つ
か
め
る
だ
け

で
な
く
、
自
身
の
指
導
力
向
上
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
先
生
方
は
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
た
だ
、
ど
の
学
区
に
お
い
て
も
、
中
学

校
側
が
多
忙
な
た
め
、
公
開
授
業
の
参
観

者
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
松
江

東
高
校
で
は
、
ま
ず
は
数
学
・
英
語
で
連

携
を
深
め
よ
う
と
、年
数
回
、英
語
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
授
業
に
中
学
校
教
師
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
、ま
た
、高
校

入
学
前
に
取
り
組
む
数
学
の
教
材
を
中
高

共
同
で
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後

は
国
語
で
も
連
携
を
深
め
、読
解
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
、永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「『
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）』
の
国
語
で
記
述
式
の
問
題
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
逆
算
し
て
小
・

中
学
校
で
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
高
の
教
師
が
共
同

で
中
学
校
の
作
文
指
導
や
定
期
考
査
の
問

題
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
入
学
時

に
始
め
る
学
習
の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
期

待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
解
力
の
向
上

は
、
数
学
・
理
科
の
学
力
向
上
に
も
波
及

し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
の
１
つ
は
、「
三
校
会
」
を

若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
。

　「
参
加
校
が
１
校
も
抜
け
ず
に
、
研
修

会
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
最
大
の
成
果
で

す
。
８
年
間
で
築
い
て
き
た
中
高
連
携
の

活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、

若
い
先
生
方
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
泉
校
長
）

　
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
生
徒
指
導
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　「
不
登
校
や
特
別
支
援
へ
の
対
応
は
、

中
高
共
通
の
課
題
で
す
。
保
護
者
も
巻
き

込
ん
で
市
全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
中
学
校
と
高
校
が
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
中
高
連
携
の
鍵
に
な
る
と
、

永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
連
携
を
通
し
て
、
中
高
間

で
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
は
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、『
ど
ん
な

生
徒
を
育
て
た
い
か
』
と
い
っ
た
目
標
や

ゴ
ー
ル
を
中
高
で
共
有
す
る
こ
と
が
連
携

の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

『
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
』
を
目
標
に
据
え
た
場
合
、
そ
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
基
礎
学
力
に
加
え
、
思

考
力
や
問
題
発
見
・
解
決
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、

目
標
を
共
有
す
る
こ
と
で
、そ
れ
に
向
か
っ

て
何
を
す
べ
き
か
、
具
体
策
ま
で
話
し
合

え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
視
点
で
、
今
後
も
中
学
校
と
ま
す
ま
す

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学
校
ご
と
の
中
高
連
携
に
よ
り

教
科
で
の
直
接
交
流
も
始
ま
る

中
高
が
目
標
や
ゴ
ー
ル
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切

 February  20179

Q6-323-00 2016 年度　VIEW21高校版 2月号　本文 8頁 ＭＫ色校
01/24
南部

念
校
02/02
天野 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q6-323-00 2016 年度　VIEW21高校版 2月号　本文 9頁 ＭＫ色校
01/24
南部

念
校
02/02
天野 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P06-09_view21koukou-2g.indd   9 17/02/02   13:37


